
(57)【要約】

【課題】例えばバラスト軌道やスラブ軌道等の軌道構造

、あるいは多径間連続橋その他、３点以上の支点で支持

される構造物において、各支点に不同沈下が生じたとき

にその不同沈下分を補正する。

【解決手段】下部構造５に直接、または間接的に載置さ

れ、その下部構造５側に流出孔２ａを有する容器２と、

容器２内に充填される粒状体、もしくは粉状体３から自

動沈下補正装置１を構成し、下部構造５の沈下に伴い、

容器２が下部構造５に対して相対的な浮き上がりを生じ

るときに容器２内の粒状体、もしくは粉状体３を流出孔

２ａから流出させて容器２と下部構造５との間の空隙を

埋め、下部構造５の沈下分を補正する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 部 構 造 に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 載 置 さ れ 、 そ の 下 部 構 造 側 に 流 出 孔 を 有 す る 容 器 と 、
こ の 容 器 内 に 充 填 さ れ る 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 と を 備 え 、 前 記 下 部 構 造 の 沈 下 に 伴 い 、
前 記 容 器 が 前 記 下 部 構 造 に 対 し て 相 対 的 な 浮 き 上 が り を 生 じ る と き に 前 記 容 器 内 の 前 記 粒
状 体 、 も し く は 粉 状 体 が 前 記 流 出 孔 か ら 流 出 し て 前 記 容 器 と 前 記 下 部 構 造 と の 間 の 空 隙 を
埋 め 、 前 記 下 部 構 造 の 沈 下 分 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 自 動 沈 下 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 部 構 造 に 支 持 さ れ る 上 部 構 造 が 容 器 を 兼 ね て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
自 動 沈 下 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 下 部 構 造 に 一 体 と な る 外 郭 内 に 容 器 が 収 納 さ れ 、 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 は 容 器 と 外 郭
間 に 生 じ た 空 隙 を 埋 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 沈 下
補 正 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 流 出 孔 の 内 周 面 、 も し く は 流 出 孔 の 上 面 は 下 方 か ら 上 方 へ か け て 大 き さ が 次 第 に 拡 大 す
る 形 状 を し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 沈 下 補
正 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 粒 状 体 は 砂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 自 動
沈 下 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 粒 状 体 は 金 属 球 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の
自 動 沈 下 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 粒 状 体 は セ ラ ミ ッ ク 球 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に
記 載 の 自 動 沈 下 補 正 装 置 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 例 え ば バ ラ ス ト 軌 道 や ス ラ ブ 軌 道 等 の 軌 道 構 造 、 あ る い は 多 径 間 連 続 橋 そ の 他
、 ３ 点 以 上 の 支 点 で 支 持 さ れ る 構 造 物 に お い て 、 各 支 点 の 少 な く と も い ず れ か に 沈 下 が 生
じ た と き に そ の 沈 下 分 を 補 正 す る 自 動 沈 下 補 正 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 軌 道 構 造 の レ ー ル や 多 径 間 連 続 橋 の 橋 桁 等 、 ３ 点 以 上 の 支 点 で 支 持 さ れ る 不 静 定 構 造 物
の よ う に 、 中 間 支 点 が 何 ら か の 原 因 で 沈 下 し た と き に 各 支 点 が 分 担 す べ き 荷 重 の 比 率 が 変
化 す る 。 中 間 支 点 の 負 担 率 の 低 下 に よ り そ の 近 傍 の 支 点 の 負 担 率 が 大 き く な り 、 そ れ に 起
因 し て そ の 支 点 が 沈 下 し 易 く な る た め 、 一 旦 、 中 間 支 点 に 沈 下 が 生 ず る と 、 沈 下 が 連 鎖 的
に 起 こ り 、 不 同 沈 下 が 起 こ り 易 く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 軌 道 構 造 の 場 合 に は 長 い レ ー ル を ま く ら ぎ や ス ラ ブ が 支 持 す る 構 造 で あ る こ と か ら
、 全 ま く ら ぎ 等 の 水 準 （ レ ベ ル ） と 支 持 剛 性 を 完 全 に 揃 え る こ と は 実 質 的 に 不 可 能 で あ る
た め 、 こ れ ら の ば ら つ き に よ る 不 同 沈 下 、 す な わ ち 軌 道 狂 い が 生 じ る こ と は 避 け ら れ な い
。 ま た レ ー ル の 継 ぎ 目 部 に お い て は 、 衝 撃 荷 重 が 作 用 す る 上 、 レ ー ル の 曲 げ 剛 性 が 低 下 し
易 い 部 分 で あ る た め 、 道 床 や 路 盤 の 沈 下 が そ の 他 の 区 間 よ り 発 生 し 易 く 、 軌 道 狂 い を 起 し
易 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 構 造 物 に 不 同 沈 下 が 生 じ た 場 合 に は ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る 方 法 が 一 般 的 で あ る が （ 特 許 文
献 １ 、 ２ 参 照 ） 、 構 造 物 の 基 礎 の 底 面 等 、 上 部 構 造 と 下 部 構 造 の 境 界 ま で 地 盤 を 掘 削 し た
上 で 、 ジ ャ ッ キ を 設 置 し な け れ ば な ら な い た め 、 作 業 が 大 掛 か り に な り 、 工 費 の 高 騰 と 工
期 の 長 期 化 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 構 造 物 の 下 に 、 粒 形 物 を 充 填 し た 複 数 個 の ジ ャ ッ キ を 設 置 し て お き 、 沈 下
量 の 大 き い 箇 所 に 合 わ せ て 沈 下 量 の 小 さ い 箇 所 の ジ ャ ッ キ か ら 粒 形 物 を 抜 き 、 こ の 箇 所 を
ジ ャ ッ キ ダ ウ ン さ せ る こ と に よ り 不 同 沈 下 を 修 正 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 構 造 物 の
下 の 地 盤 中 に 中 空 柱 状 体 を 埋 設 し て お き 、 不 同 沈 下 の 発 生 時 に 中 空 柱 状 体 の 内 部 に 非 圧 縮
性 流 体 を 充 填 さ せ 、 中 空 柱 状 体 を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 沈 下 し た 部 分 を 上 昇 さ せ る 方 法 （
特 許 文 献 ４ 参 照 ） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ０ ２ ７ ２ ３ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ １ ３ 、 ０ ０ １ ７ ～ ０
０ ２ ５ 、 図 １ ～ 図 ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ２ ７ ３ １ ７ １ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ ０ ９ ～ ０ ０ １ ９ 、 図
２ 、 図 ６ ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ０ ７ １ １ ３ ５ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ １ ２ ～ ０ ０ １ ７ 、 図
１ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ８ ２ ０ １ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ １ ２ ～ ０ ０ ２ ２
、 図 １ ～ 図 ３ 、 図 ８ 、 図 ９ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ３ の 方 法 で は 沈 下 量 の 大 き い 箇 所 に 合 わ せ て 沈 下 量 の 小 さ い 箇 所 を ジ ャ ッ キ ダ
ウ ン さ せ る た め 、 不 同 沈 下 を 均 す こ と に し か な ら ず 、 沈 下 を 生 じ た 箇 所 を 個 別 に 修 正 す る
こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ４ の 方 法 で は 中 空 柱 状 体 内 へ の 非 圧 縮 性 流 体 の 充 填 に よ っ て 沈 下 量 分 を 上 昇 さ
せ る た め 、 沈 下 を 修 正 す る こ と は で き る も の の 、 中 空 柱 状 体 内 へ の 非 圧 縮 性 流 体 の 充 填 が
沈 下 の 検 知 に 基 づ い て 行 わ れ る た め 、 非 圧 縮 性 流 体 の 充 填 を 能 動 的 に 制 御 し な け れ ば な ら
ず 、 検 知 手 段 を 必 要 と す る こ と と 併 せ 、 シ ス テ ム が 複 雑 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 背 景 よ り 、 格 別 な 制 御 を 必 要 と す る こ と な く 、 沈 下 の 発 生 と 共 に 沈 下 量 に
応 じ て 沈 下 の 補 正 を す る 自 動 沈 下 補 正 装 置 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 自 動 沈 下 補 正 装 置 は 、 下 部 構 造 に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 載 置 さ
れ 、 そ の 下 部 構 造 側 に 流 出 孔 を 有 す る 容 器 と 、 こ の 容 器 内 に 充 填 さ れ る 粒 状 体 、 も し く は
粉 状 体 と を 備 え 、 下 部 構 造 の 沈 下 に 伴 い 、 容 器 が 下 部 構 造 に 対 し て 相 対 的 な 浮 き 上 が り を
生 じ る と き に 容 器 内 の 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 が 流 出 孔 か ら 流 出 し て 容 器 と 下 部 構 造 と の
間 の 空 隙 を 埋 め 、 下 部 構 造 の 沈 下 分 を 補 正 す る こ と を 構 成 要 件 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 容 器 が 下 部 構 造 に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 載 置 さ れ る こ と で 、 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ た と
き に は 容 器 は 下 部 構 造 に 対 し て 相 対 的 に 浮 き 上 が り 可 能 な 状 態 に あ る 。 こ の 状 態 で 、 流 出
孔 を 有 す る 容 器 内 に 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 （ 以 下 、 粒 状 体 等 と 言 う ） が 充 填 さ れ て い る
こ と で 、 下 部 構 造 に 沈 下 が 発 生 す る と 同 時 に 、 容 器 内 の 粒 状 体 等 が 流 出 孔 か ら 容 器 外 へ 流
出 し 、 容 器 と 下 部 構 造 と の 間 の 空 隙 を 埋 め る こ と に な る 。 粒 状 体 等 は 下 部 構 造 の 沈 下 の 速
度 に 合 わ せ 、 流 出 孔 か ら 徐 々 に 流 出 す る が 、 沈 下 速 度 が 速 け れ ば そ の 速 度 に 合 わ せ た 速 度
で 流 出 す る 等 、 流 出 速 度 は 粒 状 体 等 の 粒 径 や 形 状 と 流 出 孔 の 大 き さ や 形 状 の 関 係 を 調 整 す
る こ と で 自 由 に 設 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 粒 状 体 等 の 内 、 粒 状 体 と し て は 具 体 的 に は 請 求 項 ５ に 記 載 の よ う に 砂 、 ま た は 請 求 項 ６
に 記 載 の よ う に 金 属 球 、 あ る い は 請 求 項 ７ に 記 載 の よ う に セ ラ ミ ッ ク 球 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 砂 は 安 価 で あ り 、 適 用 範 囲 が 広 い こ と が 最 大 の 特 徴 と 言 え る 。 粒 径 に ば ら つ き が あ る た
め に 、 高 精 度 で の 流 出 速 度 （ 応 答 速 度 ） の 調 整 が 利 か な い 可 能 性 が あ る も の の 、 選 別 し て
使 用 す る こ と で こ の 問 題 は 解 消 さ れ る 。 粒 子 間 に 水 が 浸 入 し た 場 合 に も 水 の 粘 性 の 影 響 に
よ り 調 整 が 利 か な く な る 可 能 性 が あ る が 、 容 器 に 止 水 処 理 を 施 す こ と で こ の 問 題 も 回 避 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 金 属 球 も 比 較 的 安 価 で あ る 上 、 粒 径 を 揃 え る こ と が で き る た め に 高 精 度 で の 流 出 速 度 の
調 整 が 可 能 で あ る 利 点 が あ る 。 水 の 浸 入 が あ っ て も 比 重 の 関 係 か ら 粘 性 の 影 響 を ほ と ん ど
受 け ず に 、 流 出 孔 か ら の 円 滑 な 流 出 を 生 じ さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 只 、 ス テ ン レ ス 球 を
使 用 し て も 、 水 や 塩 分 の 存 在 下 で は 錆 や 腐 食 の 問 題 が 避 け ら れ な い た め 、 止 水 処 理 を 施 す
こ と が 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 球 は 金 属 球 よ り 高 価 に な る も の の 、 素 材 の 性 質 か ら 粒 径 の ば ら つ き と 水 の 影
響 に よ る 調 整 困 難 の 問 題 、 及 び 水 や 塩 分 の 存 在 に よ る 錆 や 腐 食 の 問 題 が 伴 わ な い た め 、 止
水 処 理 の 必 要 も 、 メ イ ン テ ナ ン ス の 必 要 も な く 、 高 精 度 で の 流 出 速 度 の 調 整 が 可 能 で あ る
上 、 当 初 の 品 質 が 永 続 的 に 維 持 さ れ る 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 金 属 球 と セ ラ ミ ッ ク 球 の 場 合 に は 、 粒 径 を 揃 え 、 高 精 度 で の 流 出 速 度 の 調 整 が 可 能 で あ
る こ と で 、 応 答 速 度 、 す な わ ち 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ た と き か ら 、 粒 状 体 が 下 部 構 造 と 容
器 の 底 面 と の 間 の 空 隙 を 埋 め 、 容 器 の 降 下 を 阻 止 す る ま で の 時 間 を 自 由 に 制 御 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 粒 状 体 等 は 上 部 構 造 の 荷 重 を 負 担 す る の に 十 分 な 圧 縮 強 度 を 有 し 、 多 量 に 集 合 す る こ と
で 、 容 器 外 へ の 流 出 時 に は 流 体 と し て 挙 動 し 、 容 器 と 下 部 構 造 と の 間 に 生 ず る 、 沈 下 量 に
応 じ た 空 隙 を 隙 間 な く 埋 め る 。 粒 状 体 等 が 容 器 と 下 部 構 造 と の 間 の 空 隙 を 埋 め た 状 態 で は
圧 縮 強 度 を 発 揮 す る こ と で 、 容 器 、 す な わ ち 上 部 構 造 の 沈 下 を 阻 止 し よ う と し 、 容 器 と 上
部 構 造 を 沈 下 前 の 原 位 置 に 留 め よ う と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 粒 状 体 等 は 下 部 構 造 の 沈 下 の 速 度 と 沈 下 量 に 応 じ て 自 由 に 容 器 か ら 流 出 で き る た め 、 下
部 構 造 の 沈 下 量 に 関 係 な く 容 器 の 実 質 的 な 沈 下 が 防 止 、 あ る い は 抑 制 さ れ る 。 粒 状 体 等 が
一 旦 容 器 外 に 流 出 し た 後 に は 、 容 器 の 底 面 と 下 部 構 造 と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 逆 流 す る こ と が
な い た め 、 下 部 構 造 が 沈 下 し て 静 止 し た と き に は 容 器 は 粒 状 体 等 に よ っ て 安 定 性 を 確 保 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 下 部 構 造 上 に 位 置 す る 上 部 構 造 は 容 器 上 に 載 置 さ れ る 形 で 容 器 に 支 持 さ れ 、 容 器 を 介 し
て 下 部 構 造 に 支 持 さ れ る が 、 下 部 構 造 の 沈 下 に 拘 ら ず 容 器 の 沈 下 が 防 止 等 さ れ る こ と で 、
上 部 構 造 の 沈 下 も 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 部 構 造 の 沈 下 が 防 止 さ れ る こ と で 、 上 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ た 場 合 の よ う な ジ ャ ッ キ ア
ッ プ の 作 業 の 必 要 性 は 発 生 し な い 。 ま た 粒 状 体 等 が 下 部 構 造 の 沈 下 と 同 時 に 容 器 外 へ 流 出
し て 容 器 （ 上 部 構 造 ） を 沈 下 前 の 原 位 置 に 留 め る こ と で 、 容 器 （ 上 部 構 造 ） の 沈 下 を 修 正
す る た め の 沈 下 位 置 の 検 出 、 沈 下 量 の 測 定 、 沈 下 量 に 応 じ た 充 填 材 の 充 填 等 の 能 動 的 な 制
御 も 一 切 必 要 と さ れ ず 、 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ て も 放 置 し て お く だ け で 、 下 部 構 造 の 沈 下
が 自 動 的 に 補 正 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 の よ う に 上 部 構 造 は 容 器 を 介 し て 下 部 構 造 に 支 持 さ れ る 形 に な る が 、 請 求 項 ２ に 記
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載 の よ う に 下 部 構 造 に 支 持 さ れ る 上 部 構 造 が 容 器 を 兼 ね て い る 場 合 に は 、 部 品 と し て の 容
器 が 不 要 に な る た め 、 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 容 器
の 高 さ 分 の 空 間 が 節 減 さ れ る た め 、 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 高 さ を 最 小 に 抑 え る こ と も 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 容 器 は 下 部 構 造 上 に 直 接 載 置 さ れ る こ と も あ る が 、 そ の 場 合 に は 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ
た と き に 粒 状 体 等 の 流 出 量 が 多 く な る こ と も あ る 。 こ の た め 、 容 器 か ら 流 出 し き る 事 態 を
回 避 す る 上 で は 下 部 構 造 の あ る 一 箇 所 当 た り の 容 器 の 配 置 数 を 多 く す る 必 要 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 下 部 構 造 に 一 体 と な る 外 郭 内 に 容 器 を 収 納 す る こ
と に よ り 、 粒 状 体 等 の 流 出 量 を 抑 制 す る こ と が で き る た め 、 粒 状 体 等 が 容 器 か ら 流 出 し き
る 事 態 を 回 避 す る こ と が 可 能 に な り 、 容 器 の 配 置 数 を 節 減 す る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ３ で は 容 器 外 に 流 出 し た 粒 状 体 等 が 外 郭 内 に 留 ま る た め 、 下 部 構 造 が 地 盤 で あ る
場 合 の よ う に 粒 状 体 等 が 下 部 構 造 か ら 反 力 を 得 ら れ ず 、 下 部 構 造 内 に 埋 没 し て い く よ う な
下 部 構 造 に 対 し て 請 求 項 ３ は 有 効 で あ る 。 容 器 外 に 流 出 し た 粒 状 体 等 が 下 部 構 造 内 に 埋 没
し て い く よ う な 場 合 に は 粒 状 体 等 が 支 持 能 力 を 発 揮 す る 余 地 が な い が 、 外 郭 内 に 留 ま る こ
と で 、 粒 状 体 等 が 確 実 に 支 持 能 力 を 発 揮 す る た め 、 上 部 構 造 の 沈 下 を 阻 止 す る こ と が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 粒 状 体 等 が 一 旦 容 器 外 に 流 出 し た 後 に は 、 下 部 構 造 上 に 直 接 支 持 さ れ る 場 合 よ り 粒 状 体
等 の 支 持 能 力 が 安 定 し て い る 外 郭 の 上 面 と 、 容 器 の 底 面 と の 間 で 圧 縮 さ れ た 状 態 に な る た
め 、 下 部 構 造 が 沈 下 し た と き の 粒 状 体 等 に よ る 容 器 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 容 器 に 形 成 さ れ る 流 出 孔 の 形 状 、 大 き さ 等 は 粒 状 体 等 の 粒 径 、 形 状 に 応 じ て 任 意 に 決 め
ら れ 、 流 出 孔 の 周 囲 が 平 坦 面 （ 水 平 面 ） で あ っ て も 粒 状 体 等 の 流 出 部 分 は 流 出 時 に 自 然 に
安 息 角 を 生 ず る た め 、 流 出 孔 の 形 状 等 に よ っ て 特 に 流 出 が 阻 害 さ れ る よ う な こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 流 出 孔 の 内 周 面 、 も し く は 流 出 孔 の 上 面 が 、 下 方 か ら 上
方 へ か け て 大 き さ が 次 第 に 拡 大 す る 形 状 を し て い る 場 合 に は 、 粒 状 体 等 が 安 息 角 で 静 止 す
る 事 態 を 回 避 す る よ う に 流 出 孔 の 内 周 面 や 上 面 が 作 用 す る た め 、 粒 状 体 等 の 流 出 が よ り 円
滑 に 行 わ れ る 。 こ の 結 果 、 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ た と き の 流 出 の 速 度 、 及 び 容 器 と 下 部 構
造 と の 間 の 空 隙 を 埋 め る 速 度 が 上 昇 し 、 沈 下 か ら 流 出 ま で の 反 応 が 早 ま る た め 、 下 部 構 造
が 沈 下 し た と き か ら 容 器 が 沈 下 し よ う と す る ま で の 時 間 が 短 縮 さ れ 、 容 器 の 沈 下 が 一 層 抑
制 さ れ る こ と に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 部 構 造 に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 載 置 さ れ 、 流 出 孔 を 有 す る 容 器 と 、 こ の 容 器 内 に 充 填
さ れ る 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 と を 備 え 、 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 が 下 部 構 造 の 沈 下 に 伴
い 、 流 出 孔 か ら 流 出 し て 容 器 と 下 部 構 造 と の 間 の 空 隙 を 埋 め る た め 、 下 部 構 造 の 沈 下 分 を
補 正 し 、 上 部 構 造 の 沈 下 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 部 構 造 の 沈 下 が 阻 止 さ れ る こ と で 、 上 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ る 場 合 の よ う な ジ ャ ッ キ ア
ッ プ 等 の 作 業 の 必 要 性 は な く 、 容 器 （ 上 部 構 造 ） の 沈 下 を 修 正 す る た め の 、 沈 下 の 検 出 等
の 能 動 的 な 制 御 も 一 切 必 要 と せ ず 、 下 部 構 造 に 沈 下 が 生 じ て も 単 に 放 置 し て お く だ け で よ
い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 図 １ は 下 部 構 造 ５ に 直 接 、 ま た は 間 接 的 に 載 置 さ れ 、 そ の 下 部 構 造 ５ 側 に 流 出 孔 ２ ａ を
有 す る 容 器 ２ と 、 容 器 ２ 内 に 充 填 さ れ る 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体 （ 以 下 、 粒 状 体 等 と 言 う
） ３ と を 備 え た 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 基 本 的 な 構 成 例 を 示 す 。 粒 状 体 等 ３ は 下 部 構 造 ５ の
沈 下 に 伴 い 、 容 器 ２ が 下 部 構 造 ５ に 対 し て 相 対 的 な 浮 き 上 が り を 生 じ る と き に 容 器 ２ の 流
出 孔 ２ ａ か ら 流 出 し て 容 器 ２ と 下 部 構 造 ５ と の 間 の 空 隙 を 埋 め 、 下 部 構 造 ５ の 沈 下 分 を 補
正 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 下 部 構 造 ５ の 具 体 的 な 部 位 は 下 部 構 造 ５ が 支 持 す る 上 部 構 造 ６ と の 関 係 で 決 ま り 、 上 部
構 造 ６ が 地 上 構 造 物 で あ れ ば 、 下 部 構 造 ５ は 地 盤 や 杭 等 で あ り 、 杭 が 上 部 構 造 ６ と な る 場
合 に は 地 盤 が 下 部 構 造 ５ と な る 。 ま た 軌 道 構 造 の 場 合 に は ま く ら ぎ ７ や ス ラ ブ が 上 部 構 造
６ と な り 、 道 床 ９ や 地 盤 等 が 下 部 構 造 ５ と な る 。 多 径 間 連 続 橋 で は 橋 脚 や 橋 台 が 上 部 構 造
６ と な り 、 こ れ を 支 持 す る 地 盤 や 杭 等 が 下 部 構 造 ５ と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ は 下 部 構 造 ５ に 一 体 と な る 外 郭 内 ４ に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 沈
下 補 正 装 置 １ の 具 体 例 を 示 す 。 こ の 場 合 、 下 部 構 造 ５ の 沈 下 に 伴 い 、 容 器 ２ と 外 郭 ４ 間 に
空 隙 が 生 ず る こ と か ら 、 粒 状 体 等 ３ は 容 器 ２ と 外 郭 ４ と の 間 に 生 じ た 空 隙 を 埋 め る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 容 器 ２ は 外 郭 ４ 内 に 単 純 に 嵌 合 す る か 、 ま た は 両 者 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 形 成 さ
れ る ガ イ ド に 案 内 さ れ る こ と に よ り 高 さ 方 向 に 相 対 移 動 自 在 に 外 郭 ４ 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ
の 他 、 外 郭 ４ に 対 し て 上 向 き に の み 相 対 移 動 自 在 に 挿 入 さ れ 、 下 向 き に は 外 郭 ４ に 係 止 す
る 等 、 下 向 き の 相 対 移 動 が 拘 束 さ れ る よ う に 挿 入 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 下 部 構 造 ５ に 沈 下 が 生 じ た と き の 、 図 １ に 示 す 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 挙 動 を 図 ２ － （ ａ
） ～ （ ｃ ） に 示 す 。 （ ａ ） は 沈 下 が 生 じ て い な い と き の 平 常 時 に 状 態 を 示 す 。 下 部 構 造 ５
に 沈 下 が 生 じ 、 下 部 構 造 ５ に 一 体 化 し て い る 外 郭 ４ が 降 下 し た と き 、 外 郭 ４ の 降 下 と 同 時
に 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 容 器 ２ の 流 出 孔 ２ ａ か ら 粒 状 体 等 ３ が 流 出 し 、 容 器 ２ の 下 面 と 外
郭 ４ の 内 周 面 と の 間 に 生 ず る 空 隙 を 埋 め る 。 流 出 孔 ２ ａ は 容 器 ２ の 底 板 ２ １ 、 ま た は 底 板
２ １ に 相 当 す る 部 分 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 粒 状 体 等 ３ が 集 合 し て 圧 縮 強 度 を 発 揮 し 、 上 部 構 造 ６ の 鉛 直 荷 重 を 分 担 で き る 性 質 を 持
て ば 、 粒 状 体 等 ３ の 素 材 は 問 わ れ な い が 、 粒 状 体 に は 例 え ば 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ に 要 求 さ
れ る 性 能 に 応 じ て ベ ア リ ン グ 等 の 金 属 球 や セ ラ ミ ッ ク 球 の 他 、 砂 等 の 天 然 の 材 料 が 使 用 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 粒 状 体 等 ３ は 平 常 時 に 容 器 ２ 内 に 充 填 さ れ た 状 態 に 置 か れ 、 下 部 構 造 ５ が 沈 下 し た と き
に 容 器 ２ 外 に 流 出 し て 容 器 ２ と 下 部 構 造 ５ と の 間 、 ま た は 容 器 ２ と 外 郭 ４ と の 間 の 空 隙 を
埋 め た 状 態 を 維 持 す る 。 更 な る 下 部 構 造 ５ の 沈 下 時 に は 容 器 ２ 内 に 留 ま っ て い る 分 が 更 に
容 器 ２ 外 に 流 出 し て 常 に 空 隙 を 埋 め る た め 、 粒 状 体 等 ３ に 対 す る 格 別 な メ イ ン テ ナ ン ス は
不 要 で あ り 、 沈 下 が あ っ た と き に 容 器 ２ 内 に 補 充 す る 程 度 の こ と で 足 り る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 粒 状 体 等 ３ は 流 体 の よ う に 流 出 孔 ２ ａ か ら 流 出 し 、 容 器 ２ の 底 面 と 外 郭 ４ の 上 面 と の 間
に 行 き 渡 り 、 容 器 ２ を 支 持 で き る だ け の 圧 縮 強 度 を 発 揮 し た 時 点 で 、 容 器 ２ の 降 下 を 阻 止
す る 。 容 器 ２ は そ の 底 面 下 に 行 き 渡 っ た 粒 状 体 等 ３ を 介 し て 外 郭 ４ に 支 持 さ れ る た め 、 容
器 ２ に は 実 質 的 な 降 下 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ － （ ｃ ） に 示 す よ う に 粒 状 体 等 ３ が 空 隙 を 完 全 に 埋 め 尽 く し た と こ ろ で 、 容 器 ２ は
外 郭 ４ に 対 し て 降 下 で き な く な る た め 、 容 器 ２ の 降 下 が 完 全 に 阻 止 さ れ る 。 （ ｃ ） は 外 郭
４ に 対 し て 降 下 で き な い 点 で は （ ａ ） と 同 等 の 状 態 に あ る 。 （ ｃ ） の 状 態 か ら 更 に 外 郭 ４
が 降 下 し た と き に は （ ｂ ） の 状 態 に な る か ら 、 粒 状 体 等 ３ が 再 度 、 容 器 ２ の 底 面 と 外 郭 ４
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の 上 面 と の 間 の 空 隙 を 埋 め 、 容 器 ２ の 更 な る 降 下 を 阻 止 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ 、 図 ２ は ま た 、 流 出 孔 ２ ａ の 内 周 面 ２ ｂ 、 も し く は 流 出 孔 ２ ａ の 上 面 ２ ｃ の 断 面 が
下 方 か ら 上 方 へ か け て 次 第 に 拡 大 す る 形 状 を し て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 自 動 沈 下 補 正 装 置
１ の 具 体 例 を 示 す 。 流 出 孔 ２ ａ の 水 平 断 面 が 円 形 の 場 合 に は 流 出 孔 ２ ａ の 径 が 下 方 か ら 上
方 へ か け て 拡 大 す る 。 断 面 上 は 流 出 孔 ２ ａ の 内 周 面 ２ ｂ 、 も し く は 流 出 孔 ２ ａ の 上 面 ２ ｃ
が 流 出 孔 ２ ａ の 中 心 か ら 外 側 へ か け て 上 向 き に 傾 斜 す る 。 流 出 孔 ２ ａ の 上 面 ２ ｃ と は 図 示
す る よ う に 流 出 孔 ２ ａ の 内 周 面 ２ ｂ に 面 す る 上 面 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ の 場 合 、 流 出 孔 ２ ａ の 断 面 が 次 第 に 拡 大 す る こ と で 、 粒 状 体 等 ３ は 流 出 孔 ２
ａ か ら 流 出 し 易 く 、 応 答 速 度 が 大 き く な る た め 、 下 部 構 造 ５ に 沈 下 が 生 じ た と き の 沈 下 か
ら 、 容 器 ２ と の 間 の 空 隙 を 埋 め る ま で の 時 間 が 短 縮 さ れ 、 容 器 ２ を 降 下 さ せ る こ と な く 、
下 部 構 造 ５ （ 外 郭 ４ ） の み を 沈 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 外 郭 ４ 内 に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 、 図 １ に 示 す 自 動 沈 下 補 正 装 置
１ の 変 形 例 を 示 す 。 （ ａ ） は 流 出 孔 ２ ａ の 上 面 ２ ｃ を 傾 斜 さ せ る こ と な く 、 単 純 に 流 出 孔
２ ａ を 粒 状 体 等 ３ の 粒 径 に 対 し て 極 端 に 大 き く し た 場 合 、 （ ｂ ） は 容 器 ２ の 底 板 ２ １ に 複
数 個 の 流 出 孔 ２ ａ を 形 成 し 、 流 出 孔 ２ ａ に 傾 斜 を 付 け た 場 合 と 同 様 に 、 粒 状 体 等 ３ の 流 出
が 促 さ れ る よ う に し た 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ａ ） 、 （ ｂ ） の い ず れ も 粒 状 体 等 ３ が 流 出 孔 ２ ａ か ら 円 滑 に 流 出 す る 、 １ 個 当 た り の
流 出 孔 ２ ａ の 面 積 は 粒 径 の ５ 倍 程 度 以 上 が 適 当 と さ れ て い る こ と に 対 応 し て い る 。 流 出 孔
２ ａ の 形 状 、 大 き さ 、 傾 斜 等 は 容 器 ２ が 必 要 と す る 支 持 力 と 応 答 速 度 、 す な わ ち 粒 状 体 等
３ が 流 出 孔 ２ ａ か ら 流 出 し き る 時 間 と の 関 係 で 任 意 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ は 上 部 構 造 ６ が 容 器 ２ を 兼 ね て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 具 体 例
を 示 す 。 図 ４ で は 上 部 構 造 ６ の 直 下 に 下 部 構 造 ５ が 存 在 し て い る が 、 上 部 構 造 ６ の 規 模 に
よ っ て は 上 部 構 造 ６ の 回 り に 外 郭 ４ を 介 在 さ せ る こ と も あ る 。 こ の 場 合 、 上 部 構 造 ６ の 流
出 孔 ２ ａ か ら 流 出 し た 粒 状 体 等 ３ は 上 部 構 造 ６ と 下 部 構 造 ５ の 間 の 空 隙 を 直 接 埋 め る こ と
に な る 。 図 ４ で は 図 １ 、 図 ２ と 同 様 に 流 出 孔 ２ ａ の 内 周 面 ２ ｂ 、 も し く は 流 出 孔 ２ ａ の 上
面 ２ ｃ を 傾 斜 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 上 部 構 造 ６ が レ ー ル ８ で あ り 、 下 部 構 造 ５ が 道 床 （ バ ラ ス ト ）
９ で あ る 場 合 に お い て 、 上 部 構 造 ６ の 下 に ま く ら ぎ ７ の み が 設 置 さ れ 、 自 動 沈 下 補 正 装 置
１ が 存 在 し て い な い 場 合 に 、 下 部 構 造 ５ に 不 同 沈 下 が 発 生 す る と き の 状 況 を 示 し て い る 。
図 ６ － （ ａ ） ～ （ ｃ ） は ま く ら ぎ ７ の 下 に 、 外 郭 ４ 内 に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 形 式 の 自 動 沈
下 補 正 装 置 １ が 存 在 し て い る 場 合 の 、 下 部 構 造 ５ と 上 部 構 造 ６ の 様 子 を 示 し て い る 。 容 器
２ は レ ー ル ８ に 締 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 道 床 ９ （ 下 部 構 造 ５ ） 上 に 敷 設 さ れ た ま く ら ぎ ７ に レ ー ル ８ （ 上 部 構 造 ６ ） を 締 結 し た
バ ラ ス ト 軌 道 に お い て は 、 踏 切 と の 境 界 や 高 架 橋 取 付 部 等 、 道 床 の 構 造 が 変 化 す る 箇 所 の
他 、 レ ー ル ８ の 継 ぎ 目 等 の 近 辺 で 荷 重 変 動 が 生 じ 、 図 ５ － （ ａ ） に 示 す よ う に １ 本 ～ ３ 本
程 度 の ま く ら ぎ に 局 所 的 な 沈 下 が 生 ず る こ と が あ る 。 ま く ら ぎ に 局 所 的 な 沈 下 が 発 生 す る
と 、 図 ５ － （ ｂ ） に 示 す よ う に 列 車 が 通 過 し た 後 の レ ー ル ８ の 弾 性 回 復 に よ り レ ー ル ８ に
締 結 さ れ て い る ま く ら ぎ ７ が 持 ち 上 げ ら れ 、 い わ ゆ る 浮 き ま く ら ぎ の 状 態 に な る こ と が 多
い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 度 浮 き ま く ら ぎ が 発 生 す る と 、 列 車 が 通 過 す る 度 に ま く ら ぎ ７ が 道 床 ９ に 叩 き 付 け ら
れ て ま く ら ぎ ７ に 衝 撃 的 な 荷 重 が 作 用 す る た め 、 ま く ら ぎ ７ の 沈 下 が 促 進 さ れ 、 次 第 に 大
き な 軌 道 狂 い を 発 生 さ せ る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ６ に 示 す よ う に ま く ら ぎ ７ に 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ が 内 蔵 さ れ て い る 場 合
、 あ る い は ま く ら ぎ ７ の 下 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ が 存 在 し て い る 場 合 に は 、 （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ に 支 持 さ れ た ま く ら ぎ ７ に 著 大 な 荷 重 が 作 用 し て そ の ま く ら
ぎ ７ が 沈 下 し 、 レ ー ル ８ に 変 形 が 生 じ た と き 、 容 器 ２ が 降 下 し 、 そ れ に 押 さ れ て 外 郭 ４ が
道 床 （ バ ラ ス ト ） ９ 中 に 押 し 込 ま れ る 。 図 ６ に 示 す 状 況 で は 下 部 構 造 ５ が 道 床 ９ で あ る た
め に 、 粒 状 体 等 ３ を 支 持 す る 能 力 が な い た め 、 外 郭 ４ 内 に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 形 式 の 自 動
沈 下 補 正 装 置 １ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 列 車 の 通 過 後 に は 図 ６ － （ ｂ ） に 示 す よ う に レ ー ル ８ が 弾 性 回 復 し 、 そ れ に 伴 い 、 レ ー
ル ８ に 締 結 さ れ て い る 容 器 ２ が 上 昇 す る と 同 時 に 、 容 器 ２ か ら 粒 状 体 等 ３ が 流 出 し て 容 器
２ と 外 郭 ４ と の 間 の 空 隙 を 埋 め る 。 こ れ に よ り 容 器 ２ 上 面 及 び レ ー ル ８ が 沈 下 前 の 正 規 の
位 置 を 保 持 し 、 併 せ て レ ー ル ８ の 荷 重 支 持 剛 性 の 低 下 が 防 止 さ れ る 。 容 器 ２ が レ ー ル ８ の
弾 性 回 復 と 共 に 上 昇 し よ う と す る と き 、 外 郭 ４ は 容 器 ２ か ら 流 出 し た 粒 状 体 等 ３ に よ り 道
床 ９ 中 に 埋 め 込 ま れ た 状 態 を 保 つ 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 郭 ４ が 道 床 ９ 中 に 押 し 込 ま れ た と き （ 図 ６ － （ ｂ ） ） 、 外 郭 ４ 周 囲 の 、 道 床 ９ を 構 成
す る 砕 石 は 周 辺 に 回 り 込 む が 、 外 郭 ４ は そ の 回 り 込 み 、 圧 密 さ れ た 砕 石 中 に 自 重 で 埋 め 込
ま れ た 状 態 を 維 持 す る こ と で 、 砕 石 に 拘 束 さ れ 、 砕 石 中 で 安 定 性 を 確 保 す る 。 一 方 、 降 下
し た 外 郭 ４ と 容 器 ２ と の 間 に は 粒 状 体 等 ３ が 密 実 に 介 在 し て い る こ と で 、 外 郭 ４ の 上 昇 と
容 器 ２ の 降 下 が 阻 止 さ れ る た め 、 容 器 ２ に 連 結 さ れ た レ ー ル ８ の 沈 下 が 阻 止 さ れ 、 容 器 ２
及 び レ ー ル ８ が 沈 下 前 の 正 規 の 位 置 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 状 態 で 、 粒 状 体 等 ３ は 容 器 ２ の 降 下 を 阻 止 す る 機 能 を 発 揮 し 続 け 、 再 度 の 荷 重 に よ
る 降 下 に 対 し て 安 定 す る た め 、 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ が そ の 後 に 著 大 な 荷 重 を 受 け て も 図 ６
－ （ ｃ ） に 示 す よ う に 容 器 ２ の 降 下 （ 沈 下 ） が 阻 止 さ れ る た め 、 ま く ら ぎ ７ の 上 面 の 絶 対
的 な 高 さ に 変 動 は 生 じ ず 、 レ ー ル ８ に 変 形 は 生 じ な い 。 ま た 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ が 道 床 ９
と レ ー ル ８ 間 で 安 定 す る こ と で 、 容 器 ２ が レ ー ル ８ か ら 吊 り 下 げ ら れ た 状 態 に な る こ と が
な く な る た め 、 浮 き ま く ら ぎ の 発 生 が 確 実 に 防 止 さ れ 、 浮 き ま く ら ぎ の 発 生 に 伴 う 軌 道 狂
い と 、 噴 泥 の 発 生 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ７ は 上 部 構 造 ６ で あ る レ ー ル ８ の 曲 げ 剛 性 が 低 下 し 易 く 、 下 部 構 造 ５ で あ る 道 床 ９ や
路 盤 の 沈 下 が そ の 他 の 区 間 よ り 発 生 し 易 い レ ー ル ８ の 継 ぎ 目 部 に お け る 道 床 ９ 側 の ま く ら
ぎ ７ の 内 部 、 ま た は 下 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ を 設 置 し た 状 況 を 示 す 。 レ ー ル ８ の 継 ぎ 目 部
は バ ラ ス ト 軌 道 と 踏 切 や 高 架 橋 と の 境 界 部 等 に 形 成 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 の 自 動 沈
下 補 正 装 置 １ の 挙 動 は 図 ６ に 示 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ８ は 多 径 間 高 架 橋 の 橋 脚 を 杭 基 礎 で 支 持 さ せ よ う と す る 場 合 に お い て 、 連 続 す る ３ 支
点 の 内 、 両 側 の 橋 脚 の 下 に は 杭 基 礎 を 構 築 す る こ と が で き な が ら 、 中 間 の 橋 脚 の 下 の 支 持
層 ま で の 距 離 が 大 き 過 ぎ る た め に 、 杭 基 礎 を 構 築 で き な い 場 合 に 、 こ の 中 間 の 橋 脚 の 下 に
自 動 沈 下 補 正 装 置 １ を 設 置 し た 状 況 を 示 す 。 こ の 場 合 、 橋 脚 が 上 部 構 造 ６ と な り 、 そ の 下
の 地 盤 等 が 下 部 構 造 ５ と な る 。 こ の 場 合 に は 地 盤 の 沈 下 が 見 込 ま れ る た め 、 自 動 沈 下 補 正
装 置 １ に は 外 郭 ４ 内 に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 形 式 が 使 用 さ れ る 。 図 ８ で は 自 動 沈 下 補 正 装 置
１ の 下 に 地 盤 反 力 を 得 る た め の 基 礎 １ ０ を 構 築 し て い る た め 、 基 礎 １ ０ が 下 部 構 造 ５ と な
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 埋 没 谷 の よ う な 支 持 層 ま で の 深 度 が 大 き い 箇 所 に 杭 を 構 築 す る こ と は 不 経 済 で あ る と こ
ろ 、 図 ８ で は 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ を 設 置 す る こ と で 、 地 盤 （ 下 部 構 造 ５ ） の 沈 下 に 拘 ら ず
、 橋 脚 （ 上 部 構 造 ６ ） の レ ベ ル を 一 定 に 維 持 す る こ と が で き る た め 、 杭 を 構 築 す る 場 合 よ
り 施 工 コ ス ト を 大 幅 に 削 減 す る こ と が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 場 合 は 図 ６ の 場 合 と は 異 な り 、 地 盤 の 沈 下 に よ り 容 器 ２ が 原 位 置 に 留 ま っ た ま ま 、
外 郭 ４ が 沈 下 し 、 そ れ に 伴 っ て 粒 状 体 等 ３ が 容 器 ２ か ら 流 出 し て 容 器 ２ と 外 郭 ４ 間 の 空 隙
を 埋 め る こ と に よ り 、 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ が 支 持 す る 橋 脚 の 沈 下 を 防 止 す る こ と に な る 。
こ の 場 合 の 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 挙 動 は 図 ２ に 示 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ９ は 構 造 物 が 支 持 層 に 到 達 し な い 群 杭 に 支 持 さ れ る 場 合 に 、 地 盤 の 沈 下 に よ る 各 杭 １
１ の 沈 下 量 が 均 等 に な ら な い と 予 想 さ れ る 場 合 に 、 各 杭 １ １ の 先 端 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 １
を 設 置 し た 状 況 を 示 す 。 こ の 場 合 、 杭 １ １ が 上 部 構 造 ６ と な り 、 そ の 下 の 地 盤 等 が 下 部 構
造 ５ と な る 。 こ の 場 合 も 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ に は 外 郭 ４ 内 に 容 器 ２ が 収 納 さ れ た 形 式 が 使
用 さ れ る 。 こ こ で も 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 下 に 地 盤 反 力 を 得 る た め の 基 礎 １ ０ を 構 築 し 、
基 礎 １ ０ を 下 部 構 造 ５ と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 各 杭 １ １ の 沈 下 量 が 相 違 し て も 、 各 杭 １ １ に 設 置 さ れ て い る 自 動 沈 下 補 正 装 置 １ の 外 郭
４ が 沈 下 し な が ら 、 容 器 ２ が 原 位 置 に 留 ま る た め 、 実 質 的 に 杭 １ １ に 沈 下 が 生 ず る こ と は
な い 。 全 体 的 に は 各 杭 １ １ の 沈 下 量 の 相 対 差 分 が 吸 収 さ れ 、 各 杭 １ １ の 分 担 荷 重 が 平 均 化
さ れ 、 不 同 沈 下 が 防 止 さ れ る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 外 郭 を 有 す る 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 構 成 例 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 図 １ に 示 す 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 挙 動 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 外 郭 を 有 す る 他 の 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 構 成 例 を 示 し た 縦 断 面 図
で あ り 、 （ ａ ） は 流 出 孔 を 大 き く し た 場 合 、 （ ｂ ） は 多 数 の 流 出 孔 を 形 成 し た 場 合 で あ る
。
【 図 ４ 】 上 部 構 造 が 容 器 を 兼 ね て い る 自 動 沈 下 補 正 装 置 の 構 成 例 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 従 来 の ま く ら ぎ が 車 輪 の 通 過 に よ り 沈 下 し た と き の 様 子 を 示 し た レ ー ル
に 直 交 す る 方 向 の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は レ ー ル が 弾 性 回 復 し た と き の 様 子 を 示 し た 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 車 輪 の 通 過 に よ り 自 動 沈 下 補 正 装 置 付 き の ま く ら ぎ が 沈 下 し た と き の 様
子 を 示 し た レ ー ル に 直 交 す る 方 向 の 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は レ ー ル が 弾 性 回 復 し た と き の 様 子
を 示 し た 縦 断 面 図 、 （ ｃ ） は 再 度 車 輪 が 通 過 し た と き の 様 子 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 レ ー ル の 継 ぎ 目 部 の 道 床 側 の ま く ら ぎ の 下 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 を 設 置 し た 状 況 を
示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 多 径 間 高 架 橋 の 中 間 の 橋 脚 の 下 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 を 設 置 し た 状 況 を 示 し た 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 構 造 物 を 支 持 す る 群 杭 の 先 端 に 自 動 沈 下 補 正 装 置 を 設 置 し た 状 況 を 示 し た 縦 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
１ … … … 自 動 沈 下 補 正 装 置
２ … … … 容 器
２ １ … … 底 板
２ ａ … … 流 出 孔
２ ｂ … … 内 周 面
２ ｃ … … 上 面
３ … … … 粒 状 体 、 も し く は 粉 状 体
４ … … … 外 郭
５ … … … 下 部 構 造
６ … … … 上 部 構 造
７ … … … ま く ら ぎ
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８ … … … レ ー ル
９ … … … 道 床
１ ０ … … 基 礎
１ １ … … 杭
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